
データエンジニアリング
大規模データを収集・加工・
処理するための知識とスキル

（コンピュータ科学）

データアナリシス
多様なデータを分析・解析
するための知識とスキル

（統計学）

価値の発見/創造
様々な領域の課題を踏まえ、データ分析から得られた洞察を

理解、伝達し、改善・解決の意思決定に生かす

（演習重視：様々な領域での成功体験）

新たな知見

ICTの進化 : 様々な領域で集積されるビッグデータ

データサイエンティスト

価値創造のための新たな科学

データサイエンス教育研究：滋賀大モデル/文理融合
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統合と人文知の融合

データの処理・分析から価値創造まで



統計学、コンピュータ
科学・情報工学
相対的に統計分析によ

るアナリシスを重視
汎用解析ソフトの利

用・訓練

ビッグデータ解析のための発展的科目
データマイニング、テキストマイニング、

機械学習、ベイズ理論、最適化など

文理融合の実践重視
データサイエンスを応

用する多様な領域
• マーケティング
• ファイナンス
• 会計
• 医療・健康・福祉
• ビジネスエコノミクス
• 環境
• 教育
• 保険・リスク
• 公的統計
• 心理
• 文化情報

本学DSプログラムの真骨頂
―現場のデータを利用した価値創造PBL演習での成功体験

DS教育研究センターにおける価値創造プロジェクトが企業等の現場とデータを提供
外部に開かれた実践の場でのコミュニケーション力やチームワーク形成力の鍛錬 13

実践力を備えたデータサイエンティスト養成に向けて

【ＤＳ学部カリキュラムマップ】



◆ 滋賀大DS関連の包括連携協定締結：約50社

◆ これを含めた様々な協力企業の数：100社超
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企業に支えられる滋賀大のDS教育

共同研究、若手データサイエンティストの講師派遣、
データや現場の提供、インターンシップ受入れ、
資金提供など様々な連携、支援

実践的なデータサイエンス教育研究が実現



企業、自治体等との多様な連携

□ 教育面：

○ 実務家によるデータ利用・解析事例に関する講義

○ PBL演習への実務データ提供、教材開発

○ 学生のインターンシップ、実習の受入れ

○ データ利用・分析の環境、プラットフォームの提供

○ 企業内人材のＤＳ能力高度化教育 等

□ 研究面：

○ 価値創造プロジェクトの推進（共同研究、受託研究）

○ 先端分析手法等の研究、開発

〇 最新DS教育プログラム、方法論等の研究開発

○ 地域創生のためのデータ利用の研究 等
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◆ 実データの分析に取組む問題解決型学習
(PBL演習。2018年度)

DS入門演習

消費購買データ、駐車場利用データ、

SNSデータ、住宅内の温湿度データ、

健康診断データ、

DSフィールドワーク演習

スマホの移動軌跡データ、POSデータ、

防犯カメラデータ、商品販売データ、

Kaggleチャレンジ（タイタニックの生存者予測）
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滋賀大データサイエンス教育の特徴①



◆若手データサイエンティストから学ぶデータ活用の実践
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滋賀大データサイエンス教育の特徴②

回 内容 担当企業

1 データサイエンスで実現するビジネス 株式会社
野村総合研究所2 顧客管理とデータサイエンス

3 人工知能とデータサイエンス

4 データサイエンティストに求められる力

5、6 不動産Techにおけるデータサイエンスの活
用

株式会社GA 
technologies

7 AI・データ活用のプランニング 日本電気株式会
社（NEC）8 産業界におけるデータ分析&AI活用

9、10 マーケティング業界でのデータサイエンス
実務とデータサイエンティストの生態

株式会社 電通

11、12 マーケティングをデータサイエンスで紐解
く。リサーチ会社のリアルなデータサイエ
ンス活用

株式会社
インテージ

13 現場で求められる分析・仕事の進め方 株式会社
ブレインパッド14 分析会社で必要となる数学力

15 金融業界におけるデータサイエンスの活用 SMBC信託銀行

回 内容
1 IBM & Course Overview
2 社会やビジネスを大きく変える第３世代のコンピュー

ティング
3 第３世代のコンピューティング Watson の応用
4 さらに拡がる Watson と AI の世界
5 アニメとコグニティブ・コンピューティングのいい関

係！？
6 クラウド型音声認識
7 音声認識のビジネス応用
8 テキストアナリティクス：大量文書を対象とした内容傾

向分析から筆者の性格推定まで
9 画像解析応用とマルチモーダルマイニングの世界

10 医工融合分野におけるデータサイエンス・レギュラト
リーサイエンス

11 企業におけるサイバーセキュリティとデータ分析

12 ビッグデータ時代のソーシャル活用
13 医療分野における最新ＡＩ技術の活用について
14 プロジェクトマネジメント概論
15 防災から保険支払いの判定まで 自然言語処理が可能に

する世界

（2018年度）（データサイエンス実践論A） （データサイエンス実践論B）



◆ データ活用の現場体験（2018年の訪問先）

村田機械（京都）、東レエンジニアリング（大津）、

ダイキン（草津）、堀場製作所（大津）、イシダ（栗東）

◆ 2年生（夏）からの本格的インターンシップ（4週間程度）

金融、物流、保険、情報、製造分野の企業の

データ戦略部門でのデータ分析提案業務に従事

派遣学生、受入れ企業双方から高い評価

◆ 子どもプログラミング教室での指導
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滋賀大データサイエンス教育の特徴③a



◆ 世界最先端のインターンシップ (2019年5月NY）

海外企業での企画設計開発、ブロックチェーン開発の流れを体験

世界最大のブロックチェーンイベントConsensus2019にも参加

◆スタートアップの聖地「深圳バレー・ツアー」

〜デジタルビジネスとビッグデータに未来を学ぶ〜

2019年2月、地元経済界/JETROとの共催
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滋賀大データサイエンス教育の特徴③b
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滋賀大データサイエンス教育の特徴④ MOOC

誰でも、どこでも学べるオンライン学習サービスMOOC
（Massive Open Online Courses）

データ分析の初歩、Excel、R、Pythonといったデータサイ
エンスで必須の統計ソフトやプログラミングの技術を学ぶ。
さらに画像処理や音声処理のデータサイエンス分野での活用
や、保険、金融、マーケティングリサーチ、生命科学や品質
管理といった様々な現場の応用事例を紹介。
４週全38回の講義で構成

上記Ⅰの上に大学生やビジネスマンが初めて機械学習を
学ぶのに好適な教材。
機械学習とは何か、事例を交えながら解説、分類問題の

設定手法を学び、更に回帰問題と機械学習にまつわる様々
な知識や、深層学習として注目されているニューラルネッ
トワークについても学ぶ。4週全35回の講義で構成。

統計学の基礎と
分析、公的デー
タの取得方法
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滋賀大データサイエンス教育の特徴⑤ 自主性

（2019年前期開講）



（事例）

◆トヨタ機械学習道場（年間。今年3年目）

トヨタグループの技術者と、社内で直面する課題の原因を

データに基づき探求

◆製造業向けデータサイエンス人材育成塾
（2018年9～10月。関西生産性本部、オージス総研と）

◆地域企業向け「データサイエンス入門講座」

（2018年8～11月。滋賀経済産業協会と）

など
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企業人材のDS高度化への取組み


	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	企業、自治体等との多様な連携
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22



